
〈事業効果〉
令和元年の豪雨災害で越水被害を受けた本区間に巻堤工を施工したことにより、万が一、越
水しても堤防の決壊による被災の防止が図られます。
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【実施内容】
・大型ブロック張工 A=581m2
・平ブロック張工 A＝156m2
・堤防天端舗装 A=3164m2
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